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最優先。雇用と福祉、くらし応援

大型開発中心の岐阜県政、
　　 それを支えるオール与党議会に異議あり

唯一の野党の議席を守らせてください。

大軍拡と正面から対決 歴史で試された反戦平和の党

岐阜市から、岸田自公政権に平和の審判を下し、
暮らしを守る1票を日本共産党の中川ゆう子へ

暮らしと福祉を良くするための提案

大型公共事業中心・国政追随の県政に反対し、
暮らしを守れと主張
　●　豪華庁舎建設と周辺工事に664億円、内ヶ谷ダム総事業費は730億円、
　　　徳山ダムは2030年までの長期ローンをかかえる岐阜県政。
　● 国いいなりに東海環状自動車道やリニア中央新幹線事業が推進され、
　　　暮らしを支える保健所は大幅削減。

各地の運動と手を取り合い、一つひとつ実現
　●　議会で必ず発言し、県民の請願の紹介議員として奮闘。
　●　コロナ対策の支援金制度や無料検査、県施設や学校トイレに生理用品
　 の設置、売り上げ減少事業者支援、子ども食堂支援、県立高校普通教
　　　室にエアコン設置などが実現。

　■　県の制度で子ども医療費を18歳まで無料に
　■　高すぎる市町村国民健康保険料(税)は引き下げを
　■　学校給食費の無償化、有機野菜をつかった給食を
　■　介護、福祉支援策の拡充を
　■　大型開発中心を改め、安全な生活道路整備、防災対策の充実を
　■　保育、教育、医療体制の充実、便利な公共交通政策を
　■　ジェンダー平等を県政の隅 に々生かすとりくみを

　プロフィール
　■　1980年生まれ　岐阜市太郎丸在住　
　■　三輪南小、三輪中、加納高校、立命館大学文学部卒業
　■　生活協同組合職員を経て、岐阜市議会議員２期8年
　■　現在、岐阜県議会議員２期目　党県委員 ホームページ リンク集


